平成１４年度　第１回　総合種　技術科目

  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　ＰＢＸが有するサービス機能のうち、被呼内線が話中のときにその内線を監視し、通話が終

了後、交換機から自動的に発呼内線と被呼内線を呼出し、通話可能とする機能は、（　ア　）

といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　内線アッドオン　　　②　内線リセットコール　　③　コールピックアップ

　④　自動キャンプオン　　⑤　ページング


　（２）　図に示すデジタル式ＰＢＸの内線回路について述べた次の二つの記述は、（　イ　）。（２点）

　　　　Ａ　図中のＷは平衡－不平衡変換回路、Ｘは符号器を表す。

　　　　Ｂ　図中のＹはループ電流監視回路、Ｚは復号器を表す。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　　　　
[image: image1.wmf]‚v

‰ž“šŒŸ�o

‰ñ      ˜H

‚x

˜A‘±ŒÄ�o

�M�†

‚Q

�ü

�b

‚S

�ü

•Ï

Š·

‰ñ

˜H

•½

�t

‰ñ

˜H

–Ô

‚w

‚y

‰¹

�º

�î

•ñ

�i�ã‚è�j

�i‰º‚è�j

’¼—¬ŠÄŽ‹

‰ñ      ˜H

ƒ|ƒCƒ“ƒg�§Œä

ŠÄ        Ž‹

�§ Œä ‰ñ ˜H

�M

�†

�î

•ñ

�§Œä�M�†

ŠÄŽ‹�M�†


　（３）　デジタル式ＰＢＸの数字分析プログラムは、受信した数字に従って、内線間通話、外線発信、

特殊な（　ウ　）等の呼の種類を識別する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　課　金　　②　サービス要求　　③　データ　　④　信　号　　⑤　状　態


　（４）　デジタル式ＰＢＸの空間スイッチは、一般に、複数の入・出ハイウェイ、時分割ゲートスイ

ッチ及び（　エ　）から構成されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　制御メモリ　　　　　　　②　バッファメモリ　　③　トランク

　④　順番読み出しカウンタ　　⑤　通話メモリ


　（５）　デジタル式ＰＢＸでは、内線側のデータ端末装置と電話網のアナログ回線を接続して使用す

る場合、データ端末装置とモデムを固定的に接続しておく必要はなく、モデムを共用すること

ができる。これは、（　オ　）といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　モデムプール　　　②　データリンクサービス　　③　２線／４線変換機能

　④　ベアラサービス　　⑤　多重化機能


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　図は、商用電源からの受電中における電子式ボタン電話装置の通話路構成を示したものであ

る。図中のＣは（　ア　）といわれ、Ｄは（　イ　）といわれている。　（２点×２＝４点）

	　①　保留タイマ回路　　　②　秘話回路　　　　　　③　保留音源回路

　④　ロックアウト回路　　⑤　トーンリンガ回路　　⑥　一斉呼出回路

　⑦　停電時着信回路　　　⑧　データ送受信回路　　⑨　電源供給回路
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　（２）　電子式ボタン電話装置の機能について述べた次の二つの記述は、（　ウ　）　　　　（２点）

　　　　Ａ　電話機の内部スピーカや外部スピーカにより、音声で構内呼出しができる機能は、ページ

ングといわれている。

　　　　Ｂ　内線相互の３者で同時に内線通話ができる機能は、キャンプオンといわれている。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（３）　電子式ボタン電話装置の主装置には、複数のプロセッサが使用されており、各プロセッサ間

の情報の授受は、一般に、（　エ　）を通して行われている。　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　ＲＡＭ　　②　Ｉ／Ｏゲート　　③　ＲＯＭ　　④　ＳＴＰ　　⑤　ＴＥＬＰ


　（４）　アナログ伝送路に接続するデジタル形ボタン電話装置では、通話路に時間スイッチを使用し

ており、アナログ通話路に必要であった複数の（　オ　）を使用しないため、装置構成が簡易

になっている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　内線回路　　②　ハイブリッド回路　　③　データ伝送回路

　④　ＣＰＵ　　　⑤　空間スイッチ


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　ある図書館で図書を探すため、検索用端末操作に１人当たり平均６分かかる。検索用端末の

利用者が１時間に２４人現れ、検索用端末が６台設置されているとき、使用中のため、端末の

空き待ちとなる平均待ち時間は、図を用いて算出すると（　ア　）秒である。　　　　（２点）

	　①　１．２　　②　１．８　　③　２．４　　④　３．０　　⑤　３．６
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　（２）　アーランの損失式は、出線数をＳ、生起呼量をａアーランとしたとき、呼損率Ｂは、Ｂ＝

（　イ　）の式で表される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　
[image: image4.wmf]‡@

‚P�{

‚P�I

‚r

�{

‚Q�I

‚r

‚Q

�{�E�E�E�{

‚r

‚�

‚��I

‚r

‚�

‚��I

‡A

‚P�{

‚P�I

‚�

�{

‚Q�I

‚�

‚Q

�{�E�E�E�{

‚�

‚“

‚r�I

‚�

‚“

‚r�I

‡C

‚P�{

‚P�I

‚r

�{

‚Q�I

‚r

‚Q

�{�E�E�E�{

‚r

‚�

‚��I

‚�

‚“

‚r�I

‡B

‚P�{

‚P�I

‚�

�{

‚Q�I

‚�

‚Q

�{�E�E�E�{

‚�

‚“

‚r�I

‚�

‚“

‚r�I




　（３）　ある回線群について３０分間トラヒックを調査したところ、表に示す結果が得られた。この

場合の呼量は、（　ウ　）アーランである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　０．８　　②　１．６　　③　２４．３　　④　４５．６　　⑤　９６．０
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　（４）　即時式完全線群において、出回線数と呼損率を固定にすると、入回線数が有限の場合は、入

回線数を無限とした場合に比較して出回線使用率は、（　エ　）。　　　　　　　　　　（２点）

	　①　低くなる　　②　高くなる　③　変わらない


　（５）　３段接続リンク方式において、空き出回線とそれに接続できるリンクを選択する場合、空き

　　　　出回線とリンクとを対にして試験し、全空き出回線と接続できるリンクがないとき、初めて話

中処理をする方式は、（　オ　）選択方式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　独立接続　　②　閉リンク　　③　部分２重

　④　開リンク　　⑤　完全２重　　⑥　同時接続


第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　デジタル式電話交換機の加入者回路には、ＢＯＲＳＣＨＴの各機能が用いられている。また、

デジタル式電話交換機の時分割通話路は電子回路で構成されており、（　ア　）のような大振

幅の電流を通すことができないので、（　ア　）は、加入者回線対応に設けられたＲ機能から

供給されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　着信電流　　②　呼出信号　　③　反転信号　　④　通話信号　　⑤　オフフック信号


　（２）　デジタル式電話交換機において、電話機又は中継線に対する選択、接続、切断、解放などの

交換接続動作を制御するプログラムは、（　イ　）といわれる。　　　　　　　　　（２点）

	　①　実効管理プログラム　　②　呼処理プログラム　　③　運転管理プログラム

　④　故障処理プログラム　　⑤　診断処理プログラム


　（３）　デジタル式電話交換機には、多数の伝送路（ハイウェイ）が接続されており、時分割通話路

は複数のハイウェイ相互間でチャネル情報の交換を行っている。そのため、各ハイウェイの

（　ウ　）位置を合わせることが必要となる。これは、（　ウ　）位相同期といわれる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　ブロック　　②　パルス　　③　フィールド　　④　レベル　　⑤　フレーム


　（４）　高周波スイッチング整流装置では、出力電圧の安定化制御を高周波の（　エ　）制御により

行っているため、出力電圧を制御する速度も高周波の周期で行い、急激な負荷電流変動に比較

的速く対応することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　周波数　　②　インピーダンス　　③　パルス幅　　④　電　流　　⑤　振　幅


　（５）　通信設備の予備電源に使用されているシール鉛蓄電池は、自己放電が極めて少ないため、一

般に、従来の鉛蓄電池のように定期的（６か月に１回程度）な（　オ　）は不要である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　電圧測定　　②　浮動充電　　③　比重測定　　④　均等充電　　⑤　ペースト交換


第５問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　デジタル式ＰＢＸの設置工事終了後に行う機能確認試験のうち、（　ア　）機能試験では、

外線中継台で着信信号を受信中に発信者が発信呼を途中放棄し、外線からの着信信号を一定時

間（約３秒）以上受信しなくなった場合、中継台で表示した着信表示及びブザーを自動的に停

止することを確認する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　オートレリーズ　　②　ラインロックアウト　　③　外線キャンプオン

　④　プレシグナル　　　⑤　ページング


　（２）　ＪＩＳ　Ｘ　５１０１に規定する２５ピンインタフェースにおいて、ＤＣＥからＤＴＥへの

データ転送時のハンドシェイクでは、ＤＣＥはＤＴＥからのＥＲ（データ端末レディ）信号を

受けた後、（　イ　）信号をオンにし、ＤＴＥへの出力するデータがあることを知らせる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　ＲＤ（受信データ）　　②　ＣＳ（送信可）　　③　ＤＲ（データセットレディ）

　④　ＣＤ（データチャネル受信キャリア検出）　　　⑤　ＣＩ（被呼表示）


　（３）　フラットフロアケーブルの接続コネクタは、ケーブルの種類、用途、使用場所によって使い

分けているフラットフロアケーブル中継分岐用としては、一般に、（　ウ　）コネクタを用い

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　ＦＦ　　②　ＦＲ　　③　ＭＴ　　④　ＳＣ　　⑤　ＢＲ


　（４）　一般的に使用されているデジタル・テスタを用いた電子部品のテスト方法について述べた次

の二つの記述は、（　エ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

　　　　Ａ　ダイオードの良否は、アノード側にテスタ内臓電池のプラス側が出力されるように接続し、

　　　　　直流電圧レンジで測定した順方向の電圧表示の結果で判断する。

　　　　Ｂ　電解コンデンサの良否は、テスタ内臓電池の出力端子の極性を全く考慮する必要はなく、

抵抗レンジで測定した結果で判断することができる。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（５）　ファクシミリ装置において、副走査の方向１ミリメートルの間にある走査線の本数は（　オ　）

といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　電束密度　　②　走査線密度　　③　磁束密度　　④　画素密度　　⑤　走査線数


第６問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　（　ア　）信号方式は、パルスの平均電力スペクトルに直流成分が無いこと及び電力スペク

トル分布の中心周波数がほぼパルスの繰り返し周波数の１／２になることから、長距離・高速

度伝送にてきしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　ダイコード　　②　ベースバンド　　③　ユニポーラ　　④　バイポーラ　　⑤　差　分


　（２）　ＯＳＩ参照モデルにおいて、（　イ　）層は、隣接する開放型システム間でデータ転送を行

い、伝送誤りの検出と回復などを行う機能がある。　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　物　理　　②　データリンク　　③　ネットワーク　　④　セション　　⑤　応　用


　（３）　コネクション型通信に関する次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　　　（２点）

　　　　Ａ　コネクション型通信は、公衆電話網、ＩＳＤＮ、ＡＴＭ網などで行われている。

　　　　Ｂ　受信端末へのデータの到着順番は、送信端末から送られた順序が保証される。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　フレームリレー交換網におけるフレームリレーベアラサービスでは、交換網が公衆データパ

ケット交換網と同じように（　エ　）を行いながらフレーム転送している。ただし、公衆デー

タパケット交換網で行っている再送制御などは、行っていない。　　　　　　　　　　（２点）

	　①　蓄積交換　　　　　②　伝送エラーの回復処理　　③　到達確認

　④　ウインドウ制御　　⑤　データグラム通信


　（５）　ＨＤＬＣ手順における誤り制御に関する次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　（２点）

　　　　Ａ　複合局は、伝送ブロックごとに相手複合局からの伝送誤りチェック結果である肯定応答又

は否定応答が返ってくるまで次のデータを送信できないので信頼できるデータ伝送が行え

る。

　　　　Ｂ　任意のビットパターンの情報について、信頼性が高い伝送誤りの検出が行える。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


第７問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　パケット交換網において、レイヤ（　ア　）のプロトコルには、パケット形態端末とパケッ

ト交換網との間の情報の伝送制御手順及び誤り検出と回復の手順を規定するものとして、ＨＤ

ＬＣ手順が使用されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　１　　②　２　　③　３　　④　４　　⑤　５


　（２）　パケット交換方式のウインドウ制御の場合、送信側と受信側とであらかじめ利用可能なウイ

ンドウサイズを合意しておく必要がある。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２５のＶＣでは、呼設定の際に

ウインドウサイズは（　イ　）を用いて決定される。　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　ＲＰＯＡセレクション　　　　②　スループットクラスネゴシエーション

　③　ファーストセレクト　　　　　④　Ｄビット修飾

　⑤　フロー制御パラメータネゴシエーション


　（３）　ＩＳＤＮ一次群速度ユーザ・網インタフェースの物理的な１回線の特徴を表しているものは、

（　ウ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　１６キロビット／秒のＤチャネルを信号チャネルとして使用できる。

　②　最大２回線の電話回線として利用できる。

　③　最大８台までの端末を接続できる。

　④　ＤＳＵとＰＡＢＸの接続には、光ファイバ以外の通信ケーブルは使用できない。

　⑤　３８４キロビット／秒の伝送速度の回線交換方式が利用できる。


　（４）　公衆電話網経由でインターネットにダイヤルアップで接続するために、主として利用されて

いる（　エ　）は、ＯＳＩ参照モデルのデータリンク層に相当するプロトコルを基本にしたも

ので、物理層の機能は規定されていないプロトコルである。　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　ＴＣＰ　　②　ＵＤＰ　　③　ＰＰＰ　　④　ＩＰ　　⑤　ＨＴＴＰ


　（５）　ＩＥＥＥ８０２．３規格の１０ＢＡＳＥ－Ｔは、伝送媒体としてＵＴＰ（非シールドツイス

トペアケーブル）を用いて各端末とハブを接続する、物理とポロジーが（　オ　）形のＬＡＮ

といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　メッシュ　　②　バス　　③　リング　　④　スター　　⑤　デルタ


第８問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　ＨＤＬＣ手順において、各種の情報をフレームという伝送単位で送受信している。このうち

ＲＲ、ＲＮＲ、ＲＥＪなどのコマンド、レスポンスによってデータ転送の受信確認や再送要求

などを行っているのは、（　ア　）フレームである。　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　制　御　　②　情　報　　③　非番号制　　④　監　視　　⑤　応　答


　（２）　ＨＤＬＣ手順による通信では、（　イ　）で動作する２次局は、１次局から送信許可があっ

たときだけレスポンスを送ることができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　正規応答モード　　②　非同期応答モード　　③　非同期平衡モード

④　平衡手順クラス　　⑤　ＬＡＰＭ


　（３）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるＢチャネルの機能に関する次の二つの記述

は、（　ウ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

　　　　Ａ　回線交換モードにおいては、呼制御信号はＢチャネルで伝送している。

　　　　Ｂ　Bチャネルでパケットデータを伝送するとき、レイヤ２のプロトコルは、ＬＡＰＢが用い

られる。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおける確認形情報転送についての次の記述は、

（　エ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

　　　　Ａ　送達確認に用いられる順序番号はモジュロ８が用いられる。

　　　　Ｂ　確認形情報転送を行うときは、ポイント・ツー・ポイントリンクが使われる。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（５）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいては、電話機やファクシミリなど種々の端末

が同一バス上に接続されていることから、通信に先立って発信端末と着信端末が通信可能かど

うかを確認している。一括転送の場合、着信端末は、（　オ　）メッセージに含まれる発信端

末からの情報をもとに通信可能かどうかを判断している。　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　呼　出　　②　応　答　　③　応答確認　　④　呼設定受付　　⑤　呼設定


第９問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記

　　　せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　パケット形態端末相互間のＶＣにおける通信シーケンスでは、通信の開始時、発信側端末は

発呼要求パケットをパケット交換網へ送出するが、この情報には論理チャネルグループ番号、

論理チャネル番号、（　ア　）、着信端末の加入番号等が含まれる。　　　　　　　　（２点）

	　①　パケットタイプ識別子　　②　アンサー信号　　③　コールフォワード

　④　クリアユーザデータ　　　⑤　ベアラ識別子


　（２）　図は、ＨＤＬＣ手順を使用する非パケット形態端末とパケット形態端末間との間におけるＶ

Ｃの接続手順について、非パケット形態端末からの呼の設定を示したものである。図中のＸは

（　イ　）を、Ｙは（　ウ　）を表す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　ＣＦパケット　　　　　　②　ＵＡコマンド　　③　ＵＩコマンド

　④　ＣＮ（ＩＣ）パケット　　⑤　ＣＣパケット　　⑥　ＵＡレスポンス

　⑦　ＵＩレスポンス　　　　　⑧　ＣＩパケット　　
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　（３）　パケット形態端末相互間のＶＣの通信において、通信を終了させたいときは、発着信どちら

かの端末がパケット交換網に（　エ　）パケットを送出する。　　　　　　　　　　（２点）

	　①　ＣＡ　　②　ＣＱ　　③　ＣＦ　　④　ＣＲ　　⑤　ＣＣ


　（４）　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２５のフロー制御における受信シーケンス番号は、受信側でデータパケ

ットを受信した場合、逆方向に送るデータパケットがないとき、（　オ　）パケットを利用し

て送信側に通知することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　ＣＱ　　②　ＣＦ　　③　ＤＴ　　④　ＣＲ　　⑤　ＲＲ


第１０問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を

記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計１０点）

　（１）　公衆データ網におけるＤＴＥとＤＣＥの試験ループを用いて保守試験を規定したＩＴＵ－Ｔ

勧告Ｘ．１５０には、四つのタイプの試験ループがある。ＤＴＥ動作の基本的試験として、Ｄ

ＴＥ内部で送信信号をループバックする試験は（　ア　）である。　　　　　　　　（２点）

	　①　ループ１　　②　ループ２　　③　ループ３　　④　ループ４


　（２）　光ファイバケーブルを布設するとき、ケーブルを曲げることによって（　イ　）が生じない

ように許容される曲率半径に注意することが大切である。　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　量子化雑音　　②　漏話雑音　　　　　　　③　非直線ひずみ

　④　放射損失　　　⑤　表皮効果による損失


　（３）　公衆電話網のメタリック加入者線を共用するＡＤＳＬ（非対称デジタル加入者線）に関する

次の二つの記述は、（　ウ　）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

　　　　Ａ　ＡＤＳＬでは、送信信号と受信信号とを時分割方式により分離して双方向の通信を行って

いる。

　　　　Ｂ　メタリック加入者線をＩＳＤＮの加入者線として使用しているときは、ＡＤＳＬには共用

できない。

	　①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（４）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースについての次の記述のうち、誤っているものは、

（　エ　）である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２点）

	　①　端末設備の接続形態を参照点と機能群とにより標準構成としてモデル化している。

　②　伝送する情報の種別に適合した容量と能力を持つチャネルを規定している。

　③　参照点であるＳ点とＴ点におけるインタフェース仕様は、原則として同一となって

　　いる。

　④　機能群は、各参照点において接続される通信機器の持つべき機能を明確にして組み

合わせたものである。

　⑤　非ＩＳＤＮ端末をＩＳＤＮに接続するためには、Ｒ点においてＴＡを介して接続す

　　る必要がある。このＲ点は、ユーザと網との境界点でもある。


　（５）　イーサネットＬＡＮのアクセス制御方式であるＣＳＭＡ／ＣＤ方式では、各ステーションは、

共通の伝送媒体にフレームを送出するとき、フレームの衝突の頻度を少なくするため、伝送媒

体上の（　オ　）の有無を検出し、フレームを送出すべきか否かを決定している。　（２点）

	　①　トークン　　②　キャリア　　③　デリミタ　　④　エンティティ　⑤　コネクション


解答

第１問（ア）④　（イ）④　（ウ）②　（エ）①　（オ）①

第２問（ア）③　（イ）⑥　（ウ）①　（エ）②　（オ）⑤

第３問（ア）⑤　（イ）③　（ウ）②　（エ）②　（オ）④

第４問（ア）②　（イ）②　（ウ）⑤　（エ）③　（オ）④

第５問（ア）①　（イ）④　（ウ）⑤　（エ）④　（オ）②

第６問（ア）④　（イ）②　（ウ）③　（エ）①　（オ）②

第７問（ア）②　（イ）⑤　（ウ）⑤　（エ）③　（オ）④

第８問（ア）④　（イ）①　（ウ）②　（エ）②　（オ）⑤

第９問（ア）①　（イ）⑦　（ウ）④　（エ）②　（オ）⑤

第１０問（ア）①　（イ）④　（ウ）②　（エ）⑤　（オ）②
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